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Book Review

『カナモノガタリ 兵庫県･三木の伝統産業を歩く』

（神戸新聞総合出版センター）

三木といえば金物。三木の金物の歴史
は古く、起源は5世紀にさかのぼるという。
戦国時代には、三木城主別所長治と羽
柴秀吉が戦った三木合戦でまちは荒廃し
た。その後、秀吉が職人を集める政策をと
り、三木は金物のまちとして発展することと
なった。
播州三木打刃物は1996年に「伝統的
工芸品」に指定され、伝統工芸士が手作
りを続けている。
文中では、身近に見ることの少ない珍し
い道具も紹介されている。たとえば、「槍
鉋」＝槍のように長い柄の先に刃物がつい
ており、宮大工などが使用する、「氷鋸」
＝昔は氷屋が使っていたが、今は調理師
が氷の彫刻を作るのに利用する。このほ
か、料理人が使う先の細い盛箸も金物で
できているそうだ。
また、ここには木工職人も登場する。鉋

の台や鑿の柄の専
門の職人である。
さらには、鋸の目立
てや刃物研ぎの専
門家、鎌や鏝と柄をつなぐ口金と呼ばれる
小さな金具を製造する職人など、金物関連
の職種はさまざまである。
本書は、神戸新聞三木版に2007年11
月～2012年9月まで連載された記事を基に
している。職人の高齢化・後継者不足によ
る技術の継承への危機感から、現状を記
録するために企画され、記者が事業所を訪
ね歩いて調査した。事業所の多くは小規模
な家内工業で、職人一人で生産を続けてい
たり、後継者のいない事業所も少なくない。
しかし、職人の製品に対する誇りは共通
しており、製品を使う側の要望を聞きながら
オーダーメイドに近い形で仕上げる姿勢に
は、頭が下がる思いがする。

神戸新聞三木支局   編
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菌
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潰
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近
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療
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。
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